
会    議    録 

学 校 名 新座市立大和田小学校 

会 議 の 名 称 令和４年度 第３回 学校運営協議会 

開 催 日 時 

午前・午後 ２時００分から 

令和５年１月１７日（火） 

午前・午後 ３時５５分まで 

開 催 場 所 新座市立大和田小学校 相談室 

出 席 委 員 

岩岬 正浩 ○ 新井 和久 ○ 

 山田 幸雄 ○  森田 行男 ○ 

 吉田 まさよ ○  西岡 真弓 ○ 

 内野 朋子 ○  根岸 幸奈 ○ 

 坂口  智 

 

１ 開会 

 

２ 校長・教頭あいさつ 

 

３ 委員紹介（自己紹介） 

 

４ 委員長及び副委員長

選出 

 ・委員長 大隅 心平 

氏  ・副委員長 吉田

まさよ氏 

 

５ 議事 

⑴ 令和３年度学校経

営方針について →承認 

 ・相手意識をもった

活動を進める 

 ・学校環境を整えて

いくこと（ごみ集積所、

更衣室等） 

 

⑵ 自己有用感を高め

る学力向上について 

→承認 

 ・高学年専科指導加

配モデル校としての実践

について 

・外国語専科の活用

について 

 ・国語科の研究をや

めることについて 

   

〇 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会のことば 
 

２ 校長あいさつ 
 

３ 授業参観 
 

４ 学校関係者評価に関する説明・質疑応答 

〇仕事の均等化を図ることができているのか。自己評価では

Ａ評価に対してＣ評価が多い要因は何か。 

  →各学年に主任と副主任がおり、主任に負担が偏らないよ

うに連携を図りながら進めるようにしている。一番の要

因は「温かさが足りない」ことではないかと考える。負

担の大きい職員への感謝の気持ちや声掛けが少ない。 

  →分掌主任は２年で動かし、固定していない。負担が大き

い分掌に長く関わることを避け、様々な分掌主任を経験

することで均等化を図っている。 

〇組織改善委員会の構成および開催回数は、どのようにな 

っているか。 

  →主幹教諭、各学年１名、特別支援学級１名、担任外教員

1 名の計９名である。開催は、月１回である。 

 〇資質・能力の三つの柱とは何か。 

  →「知識技及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学び

に向かう力、人間性等」である。 

 〇society5.0 とは何か。 

  →今までは情報選択において、人がインターネットにアク

セスして必要な情報を入手していた。しかし society5.0

では、ビッグデータをＡＩが解析し、選択する。 

 



 

〇新体力テストの結果は、県と比較してどのような結果が 

出ているか。 

→全体的に昨年度と比較して、数値が上がっていた。特に

「投力」は、体力向上担当が教員を対象とした講習会を

実施し、結果の伸びに出ていた。 
 

５ 協議  
 

６ 学校運営協議会のまとめの作成  

  前向きに取り組んでいるものについては、Ａ評価にしても 

よいものがある。後日、委員長を中心にとりまとめたものを  

委員で確認し、仕上げとする。  
 

７ 謝辞  
 

８ 閉会のことば 

会 議 資 料 

 

資料 次第 

資料 令和４年度新座市学校評価システム学校関係者評価 

シート 

資料 令和３年度新座市学校評価システム自己評価書 

【本評価】 

資料 令和４年度新座市学校評価システム自己評価書 

【本評価】 

公開・非公開の別 

 

① 公開   ２ 一部公開   ３ 非公開  

  （傍聴者 ０人） 

そ の 他 の 

必 要 事 項 
なし 

                    文責（ 教頭 真田 朋美 ）  


